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１ 方針策定の基本的な考え方 

 

（１） 策定の趣旨 

 

福 島 県 は 、 豊 か な 風 土 と 多 様 な 気 候 が 織 り な す 全 国 ３ 位 の 広 大 な 県 土 を 有 し て お り 、

全 国 に 誇 れ る 優 れ た 農 林 水 産 物 が 豊 富 に生 産 さ れ て い ま す 。  

平 成 23 年 3 月 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災及 び 原 子 力 災 害 （ 以 降 、「 震 災 」 と い う ） は 、

本 県 の 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 に 甚 大 な 被害 を 与 え 、 今 も な お 、 震 災 か ら の 復 興 に 向 けて

関 係 者 の 努 力 が 重 ね ら れ て い ま す 。 そ のよ う な 中 で 、 震 災 後 に 県 産 農 林 水 産 物 の 安 全性

の 確 保 に 向 け て 取 り 組 ん で き た こ と は 、他 都 道 府 県 に は な い 本 県 独 自 の 知 見 や ノ ウ ハウ

と し て 蓄 積 さ れ 、 そ れ ら を 生 か し た 農 林水 産 業 が 展 開 さ れ て い ま す 。  

一 方 で 、 本 県 が 震 災 か ら の 復 興 や 安 全 性の 確 保 に 向 け て 取 り 組 ん で き た 間 に 、 他 都 道

府 県 で は 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 を 強 化 す る 取 組 が 積 極 的 に 行 わ れ て き ま し た 。 ま た 、

未 だ 残 る 根 強 い 風 評 や 出 荷 制 限 に よ っ て、 本 県 の 農 林 水 産 物 は 、 価 格 面 や 産 地 イ メ ージ

に つ い て 、 他 都 道 府 県 か ら 遅 れ を と る 形に な っ て い ま す 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 福 島 県 農 林 水産 業 振 興 計 画 （ 令 和 ３ 年 12 月 策 定 ） に 基 づ

き 、 本 県 の 魅 力 的 な 農 林 水 産 物 が 正 し く評 価 さ れ 、 風 評 の 払 拭 や 消 費 者 等 か ら 選 ば れる

存 在 に な る こ と を 目 指 し 、 各 産 地 が 培 って き た ブ ラ ン ド 力 の 全 体 的 な 底 上 げ を 、 関 係者

が 一 丸 と な っ て 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す。  

本 方 針 は 、 農 林 水 産 物 に 対 し て 福 島 な らで は の 取 組 に よ り 戦 略 的 に 価 値 を 付 加 し な が

ら 産 地 の 生 産 力 強 化 を 図 る と と も に 、SNS を 始 め と し た 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発信

を 行 う こ と で 、 県 産 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 を 強 化 し 、 競 争 力 強 化 に 結 び つ け る た め 、

今 後 の 取 組 方 針 を 定 め る も の で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■  本 方 針 に お け る 「 ブ ラ ン ド 力 」 と は   

○  「 ブ ラ ン ド 」と い う 言 葉 は 、他 の 商 品 と 区 別 す る た め に 、自 己 の 商 品 に 使 用 す る 名 称 な ど を

指 す 言 葉 で す 。そ し て「 ブ ラ ン ド 力 」と は 、一 般 的 に ブ ラ ン ド が 持 つ 価 値 を 意 味 す る 言 葉 と し

て 用 い ら れ る こ と が 多 く な っ て い ま す 。  

○  本 方 針 に お け る 農 林 水 産 物 の「 ブ ラ ン ド 力 」に つ い て は 、生 産 者 の 想 い を は じ め 、味 や 機 能

性 な ど の 品 質 、他 産 地 に は な い オ リ ジ ナ ル 品 種 、環 境 へ 配 慮 さ れ た 生 産 、安 定 供 給 が 可 能 な 産

地 の 生 産 力 等 に つ い て 、 消 費 者 や 流 通 業 者 な ど が 魅 力 と し て 感 じ る 「 価 値 」 と 定 義 し ま す 。  

■  「 ふ く し ま 」 な ら で は  （ 福 島 県 農 林 水 産 業 振 興 計 画  P.46）  

○  本 県 に は 、東 日 本 大 震 災・原 子 力 災 害 か ら の 復 興 や 風 評 払 拭 な ど 、数 々 の チ ャ レ ン ジ を 進 め

る 中 で 得 ら れ た 経 験 ・ 知 見 が 蓄 積 さ れ て い ま す 。  

○  こ う し た 経 験・知 見 を 活 か し な が ら 、本 県 の 美 し い 自 然 や 伝 統 文 化 、果 物 や 日 本 酒 な ど の 全

国 屈 指 の 豊 か な 食 、人 と 人 の つ な が り を 大 切 に す る あ た た か い 人 柄 な ど の 様 々 な 宝 を 、福 島 の

特 色 と し て さ ら に 伸 ば し 、 未 来 に つ な げ て い く こ と を 目 指 す も の で す 。  
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（２） 福島県の農林水産物を取り巻く情勢 

 

ア  福 島 県 の 特 性  

○  福 島 県 は ３ 地 方 ７ 地 域 に 区 分 さ れ 、各 地 域 に お い て 特 徴 を 生 か し た 農 林 水 産 業 が

展 開 さ れ て い ま す 。 ま た 、 東 北 ６ 県 で は宮 城 に 次 ぐ 人 口 を 有 す る こ と か ら 消 費 地 と

し て の 性 質 を 持 つ 一 方 、 首 都 圏 に 隣 接す る 立 地 か ら 首 都 圏 等 へ 農 林 水 産 物 の 供 給 を

行 っ て い ま す 。  

 

イ  震 災 か ら の 復 興 と 今 後  

○  農 林 水 産 省 に よ る「 令 和 ３年 度 福 島 県 産農 産 物 等 流 通 実 態調 査 」（ 令 和 ４ 年 ３ 月 公

表 ） の 結 果 か ら は 、 県 産 品 の 価 格 は 回 復傾 向 に あ る が 一 部 震 災 前 の 水 準 ま で 戻 っ て

い な い 品 目 も 見 ら れ 、 低 下 し た 価 格 水 準の 固 定 化 が 見 ら れ ま す （ 図 １ ）。  

○  本 県 が 風 評 払 拭 に 取 り 組 む 間 、 他 都道 府 県 で は 商 品 開 発 や ブ ラ ン ド 力 強 化 の 取 組

を 進 め て お り 、 厳 し い 競 争 環 境 に 対 応 して い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

図 １  福 島 県 産 品 と 全 国 平 均 の 価 格 差 の推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 出 展 ：「 ふ く し ま 復 興 の あ ゆ み 」（ 第 31.1 版 ） 福 島 県 ）  

 

ウ  社 会 情 勢 の 変 化 へ の 対 応  

○  消 費 者 ニ ー ズ の 変 化 に よ り 、 健 康 志 向 の 高 ま り や そ れ に よ る 機 能 性 の 高 い 食 品  

へ の 需 要 、 お い し さ を 追 求 し た 食 品 へ の需 要 な ど 、 市 場 が 求 め る も の の 多 様 化 が 進

ん で い ま す 。株 式 会 社 日 本 政策 金 融 公 庫 が 行っ た「 消 費 者 動向 調 査 」（ 令 和 4 年 1 月

実 施 ）に お い て は、「 健 康 志向 」「 経 済性 志 向 」「簡 便 化 志 向 」の 順 に 強い 傾 向 に あ り

ま す （ 図 ２ ）。  

○  ま た 、 一 般 社 団 法 人 日 本 協 同 組 合 連携 機 構 が 行 っ た 「 農 畜 産 物 等 の 消 費 行 動 に 関

す る 調 査 ʷ 2020 年 度調 査 ʷ 」（ 令 和 2 年 8 月 ~9 月 実 施）に お いて は 、食 生活 に つ い

て の 関 心 度 に つ い て 「 食 事 の お い し さ 」や 「 健 康 に つ な が る 食 生 活 」 に 関 心 が 高 い

傾 向 に あ り ま す （ 図 ３ ）。  
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○  消 費 者 庁 は 健 康 志 向 の 高 ま り や 機 能 性 の 高 い 食 品 へ の 需 要 増 と い っ た 消 費 者 ニ

ー ズ の 変 化 に 応 じ 、 平 成 27 年 に 「 機 能 性 表 示 食 品 」 制 度 ※ １ を 創 設 し ま し た 。 当 該

制 度 に お け る 生 鮮 食 品 の 届 出 件 数 は 、 制度 が 開 始 さ れ た 平 成 27 年 の ２ 件か ら 、 令

和 ４ 年 7 月 末 時 点で は 累 計 150 件 に な って お り 、 そ の 件 数 は 増 加 傾 向に あ り ま す

（ 図 ４ ）。 
   

  図 ２  食 に 関 す る 志 向 調 査  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 出 展 ：「 消 費 者 動 向 調 査 （ 令 和 ４ 年 １ 月 調 査 ）」 日 本 政 策 金 融 公 庫  農 林 水 産 事 業 本 部 ）  

 

図 ３  食 生 活 に 対 す る 関 心 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 出 展 ：「 農 畜 産 物 の 消 費 行 動 に 関 す る 調 査 結 果 -2020 年 度 調 査 -」（ 一 社 ） 日 本 協 同 組 合 連 携 機 構 ）  

 

※ １  機 能 性 表 示 食 品 制 度：国 の 定 め る ル ー ル に 基 づ き 、事 業 者 が 食 品 の 安 全 性 と 機 能 性 に 関 す る 科 学 的              

根 拠 な ど の 必 要 な 事 項 を 、販 売 前 に 消 費 者 庁 ⾧ 官 に 届 け 出 す る こ と で 機 能 性 を 表 示 す る こ と が で き

る 制 度 。  
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  図 ４  全 国 の 生 鮮 食 品 に か か る 機 能性 表 示 食 品 制 度 の 届 出 受 理 件 数 （ 累 計 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  SDGｓ の 実現 に お い て 、自 然 資 本 や 環 境の 上 に 成 り 立 つ 農 林 水 産 業 は、 食 料 の 供

給 や 環 境 問 題 へ の 取 組 、 雇 用 や 経 済 と いっ た 面 で 、 そ の 果 た す 役 割 は 非 常 に 大 き く

な っ て い ま す 。 国 が 策 定 し た 「 SDGs ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 に おい て は 、 農 業 分 野 の

取 組 と し て GAP 取 得 拡 大 の 推 進 や 有 機 農 業 に 関 連 し 有 機 JAS 認 証 の 取得 推 進 が 盛

り 込 ま れ て い ま す 。GAP は 、農 業 にお い て 持 続 可 能 性 を 確 保 す る た め の 取 組 で あり 、

SDGs の 理 念 と の 親 和 性 が 高 く 、社 会 全 体 で SDGs へ の 対 応 が 求 め ら れ る 中 で 、GAP

や 環 境 に 配 慮 し た 農 林 水 産 業 へ の 関 心 が高 ま っ て い ま す 。  

○  ま た 、 有 機 食 品 の 国 内 に お け る 市 場規 模 は 拡 大 傾 向 （ 2009 年 1,300 億 円 → 2017

年 1,850 億 円 と推 計 ／ 農 林 水 産 省 調 べ ） に あ る 中 、 食 料 ・ 農 林水 産 業 の 生 産 力 向 上

と 持 続 性 の 両 立 を 目 指 し 国 が 令 和 ３ 年 に策 定 し た 「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 」 で

は 、耕 地 面 積 に 占 め る 有 機 農 業 の 取 組 面積 の 割 合 を 2050 年 ま で に 25％ (2017 年 2.3

万 ha→ 2050 年 約 100 万 ㏊ )に 拡 大 する 目 標 を 掲 げ て い る こ と か らも 、今 後 市 場 規 模

（ 需 要 ） の 更 な る 拡 大 が 見 込 ま れ ま す 。 

○  TPP11 を 始 め とし た 国・地 域 間 の 貿 易 協 定 等 の 動 きが 進 み 、日 本 の 輸 出 額 は 年 々

増 加 傾 向 に あ り ま す 。 国 が 掲 げ る 輸 出 拡大 目 標 で は 、 農 林 水 産 物 ・ 食 品 の 輸 出 額 を

2025 年 度 に ２ 兆 円 、 2030 年 度 に ５兆 円 を 目 指 す こと と し て お り 、 産 地 で は 輸 出先

の ニ ー ズ に 対 応 し た 生 産 や 規 制 へ の 対 応、 海 外 販 売 戦 略 の 強 化 な ど 、 輸 出 促 進 の た

め の 取 組 強 化 が 求 め ら れ て い ま す 。  

○  全 国 的 に 、 産 地 と し て の 特 色 や ス トー リ ー 性 を 高 め る た め 、 特 定 農 林 水 産 物 等 の

名 称 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 地 理 的 表 示 法 (平 成 26 年 法 律 第 84 号 )） に 基 づ く 地 理 的

表 示（ GI）保護 制 度 ※ ２ の 登 録（ 38 件 (平 成 29 年 6 月 末 )→ 120 件 (令 和 4 年 6 月 末 )）

や 商 標 法 （ 昭 和 34 年 法 律 第 127 号 ） に 基づ く 地 域 団 体 商 標 制 度 ※ ３ の 登 録 （ 605 件

(平 成 29 年 3 月 末 )→ 735 件 (令 和 4 年 7 月 末 )）の 利 活 用 が 増 加 し て い る ほ か、都 道

府 県 や 民 間 事 業 者 が 育 種 し た 品 種 の登 録（ 平 成 29 年 以 降 、水 稲 、リ ン ゴ、イ チ ゴ の

登 録 数 263 件 ） が 増加 す る な ど 、 他 産 地 と の 差 別化 を 図 る 取 組 が広 ま っ て い ま す 。 

 

 出所：消費者庁HP「機能性表示食品の届け出情報」（令和４年８月22日時点）をもとに農林企画課が作成。

  ※ 平成27年から令和３年は各年12月末時点、令和４年は８月22日（最新更新時点）の件数を届出日に

    基づき集計した。届出の撤回等は考慮していない。
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○  ⾧ 期 化 する 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染症 の 感 染 拡 大 を 受 け 、 外 出自 粛 や 飲 食 店 等 の

営 業 自 粛 な ど に よ り 農 林 水 産 物 の 需 要 減少 や 価 格 下 落 な ど の 影 響 が 生 じ ま し た 。 ま

た 、 オ ン ラ イ ン ス ト ア 等 に よ り 生 産 者 ・ 消 費 者 を 直 接 結 ぶ 取 組 が 広 が っ た （ 図 ５ ）

ほ か 、 テ レ ワ ー ク 等 の 働 き 方 の 変 化 を 始め と し た 外 出 機 会 の 減 少 に よ っ て 家 庭 で 調

理 す る 機 会 が 増 え た こ と で 、 外 食 へ の 支出 は 減 少 し ま し た が 、 生 鮮 食 品 や 調 理 食 品

へ の 支 出 が 高 ま っ て お り 、 内 食 ・ 中 食 需要 の 増 加 等 、 流 通 ・ 消 費 形 態 の 変 化 が 生 じ

て い ま す （ 図 ６ ）。  

 

図 ５  イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 通 信 販 売 での 食 料 消 費 支 出 額  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 出 展 ：「 令 和 ３ 年 度 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 白 書 」 農 林 水 産 省 ）  

 

図 ６  食 料 消 費 支 出 の 内 訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ 出 展 ：「 令 和 ３ 年 度 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 白 書 」 農 林 水 産 省 ）  

 

 
※ ２  地 理 的 表 示 （ GI） 保 護 制 度 ： 地 域 に お け る 伝 統 的 な 生 産 方 法 や 気 候 ・ 風 土 ・ 土 壌 な ど の 生 産 地 等 の  

特 性 が 品 質 等 の 特 性 に 結 び つ い て い る 産 品 に つ い て 、 そ の 名 称 （ 地 理 的 表 示 ） を 知 的 財 産 と し て 登

録 し 保 護 す る 制 度 。  

※ ３  地 域 団 体 商 標 制 度 ： 地 域 の 産 品 等 に つ い て 、 事 業 者 の 信 用 の 維 持 を 図 り 、「 地 域 ブ ラ ン ド 」 の 保 護 に

よ る 地 域 経 済 の 活 性 化 を 目 的 と し て 導 入 さ れ た 制 度 で 「 地 域 ブ ラ ン ド 」 と し て 用 い ら れ る こ と が 多

い 地 域 の 名 称 及 び 商 品 （ サ ー ビ ス ） の 名 称 等 か ら な る 文 字 商 標 に つ い て 登 録 要 件 を 緩 和 す る 制 度 。  
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（３） 方針の位置づけおよび実施期間 

 

○  福 島 県 農林 水 産 業 振 興 計 画 （ R4～ R12） の 基 本 目 標 で あ る 「『 も う か る 』『 誇 れ る 』

共 に 創 る ふ く し ま の 農 林 水 産 業 と 農 山 漁村 」 の 実 現 に 向 け て 福 島 な ら で は の 取 組 に よ

る ブ ラ ン ド 力 強 化 を 推 進 す る た め の 方 針を 示 す も の で す 。  

○  福 島 県 農 林 水 産 振 興 計 画 の 実 施 期 間で あ る 令 和 ４ 年 度 か ら 令 和 12 年 度 の ９ 年間 を

実 施 期 間 と し ま す 。 な お 、 期 間 中 で あ って も 社 会 情 勢 の 変 化 等 を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ

て 見 直 し を 行 い ま す 。  

 

 

（４） 方針のスローガン 

 

方 針 策 定 に あ た っ て は 、 福 島 県 産 農 林 水産 物 の ブ ラ ン ド 力 強 化 の イ メ ー ジ と そ の 提 供

価 値 に つ い て 皆 が 共 有 す る た め 、 以 下 のス ロ ー ガ ン を 設 定 し ま す 。  

 

 

 

    

 

県 産 農 林 水 産 物 の 魅 力 を 、発 展さ せ て 社 会 の変 化 に 対 応 す る 形に 変 え て い く「 進 化」、

よ り 深 め る こ と に よ り 他 に は な い 魅 力 を形 に し て い く「 深 化 」、新 し い 価 値 を 形 と し てい

く「新 化 」、こ の ３ つ の “シ ン カ ”に よ り 、福島 な ら で は の魅 力 を 形 と し て表 し 、多 く の 人

の 共 感 を 得 ら れ る よ う 表 現 し た も の で す。  

 

 

 

 

２ ブランド力強化によりめざす姿  

 

○  福 島 な ら で は の 取 組 に よ り 県 産 農 林水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 が 認 知 さ れ 、 本 県 の 農 林水

産 業 に 対 す る イ メ ー ジ が ア ッ プ し て い ます 。  

○  福 島 な ら で は の 取 組 に よ り 県 産 農 林水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 が 高 ま り 、 消 費 者 等 の 共感

を 得 て 選 ば れ る 存 在 に な っ て い ま す 。 

○  福 島 な ら で は の 取 組 に よ り 県 産 農 林水 産 物 の 風 評 が 払 拭 さ れ 、 そ の 品 質 ・ 価 値 に見

合 う 適 正 な 価 格 で 取 引 さ れ て い ま す 。 

○  「『 も う か る 』『 誇 れ る 』 共 に 創 る ふく し ま の 農 林 水 産 業 と 農 山 漁 村 」 を 実 現 し てい

ま す 。  

 

  

「福島ならでは」をかたちに！ 県産農林水産物の魅力を“シンカ”させよう 
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３ 基本方針 

 

「 め ざ す 姿 」 の 実 現 に 向 け て は 、 関 係 者が 一 丸 と な っ て 県 産 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力

の 強 化 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で あ る こ とか ら 、 以 下 の と お り 基 本 方 針 を 定 め ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７  ブ ラ ン ド 力 強 化 の 展 開 イ メ ー ジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市 場 調 査 等 に 基 づ い て 市 場 の ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 し 、 生 産 か ら 消 費 に 至 る 取 組

の 連 携 強 化 を 図 り な が ら 、県 産 農 林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化・生 産 力 強 化 を進 め る と

と も に 、 戦 略 的 な 情 報 発 信 を 一 体 的 に 行 う こ と で ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 っ て い き

ま す 。  
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４ 福島ならではの取組 

 

（１） 生産から消費に至る取組の連携強化 
 

こ れ ま で 様 々 な 場 面 に お い て 実 践 さ れ て き た 生 産 振 興 や 販 売 戦 略 の 取 組 を 基 本 と し

て 、 県 ・ 関 係 機 関 ・ 関 係 団 体 等 の 連 携 を一 層 強 化 （ 図 ８ ） し 、 よ り 効 果 的 に 各 取 組 を推

進 す る こ と で 、 ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 りま す 。  
 

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 を 構 成員 と し て 開 催 し て い る 生 産 振 興 や 販 売 対 策 にか

か る 各 種 会 議 等 に お い て 、 全 国 的 な 消 費や 実 需 の 動 向 、 県 産 農 林 水 産 物 に 対 す る 消 費

者 や 販 売 関 係 者 等 の 評 価 、 市 場 か ら の 要望 等 を 的 確 に 把 握 す る と と も に 、 各 産 地 に お

い て 開 催 し て い る 、 生 産 振 興 や 販 売 対 策等 の 会 議 に お い て 得 ら れ た 市 場 の 動 向 や 産 地

に 対 す る ニ ー ズ 等 も 把 握 し 、 情 報 の 共 有を 図 り ま す 。 

○  ま た 、 県 は 毎 年 、 本 県 の 主 要 な 農 林水 産 物 か ら 複 数 の 品 目 を 選 定 し 、 全 国 的 な 市場

の 動 向 、 流 通 業 者 ・ 消 費 者 の ニ ー ズ 、 競合 状 況 の 把 握 、 オ リ ジ ナ ル 品 種 開 発 の 方 向 性

確 認 、 開 発 中 の オ リ ジ ナ ル 品 種 の 評 価 等に つ い て 調 査 を 実 施 し ま す 。  

○  県 は 、 上 記 会 議 や 調 査 に お い て 把 握し た 内 容 を 基 に 、 新 た に 組 織 し た プ ロ ジ ェ クト

チ ー ム 等 に お い て 、 各 産 地 の ブ ラ ン ド 力を 強 化 さ せ る た め に 必 要 な 福 島 な ら で は の 取

組 に つ い て 、「 品 種・技 術 開 発 」、「 生 産 」、「流 通 」、「 消 費」の 各 段 階 を 連 動 さ せ た 効率

的 か つ 効 果 的 な 推 進 方 策 と 具 体 的 な 支 援施 策 の 調 整 を 図 り ま す 。  

○  県 は 、 上 記 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 等 で調 整 し た 推 進 方 策 等 を 具 現 化 す る た め 、 上 記会

議 に お い て 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と 具 体的 な 事 業 内 容 に つ い て 検 討 し ま す 。  

○  各 地 域 に お い て 、 県 （ 農 林 事 務 所 等） は 、 関 係 機 関 や 関 係 団 体 等 と 情 報 共 有 を 図る

と と も に 、 連 携 を 一 層 強 化 し 、 産 地 に おけ る 取 組 を 推 進 し ま す 。  
 

図 ８  連 携 強 化 の ス キ ー ム  
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（２） 戦略的な情報発信 

 

県 産 農 林 水 産 物 が 持 つ 様 々 な 魅 力 や 生 産者 の 熱 意 に 満 ち た 姿 な ど 、 各 産 地 に お け る 福

島 な ら で は の 取 組 に つ い て 、 戦 略 的 な 情報 発 信 を 行 う こ と で 、 ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図り

ま す 。  

 

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 関 係 機 関 ・ 関 係 団 体 等 と 連 携し 、 県 産 農 林 水 産 物 の 魅 力 、 福 島 な ら で は の取

組 へ の 理 解 促 進 、 販 路 拡 大 等 に つ な げ るた め 、 ト ッ プ セ ー ル ス 、 量 販 店 等 で の フ ェ ア

の 開 催 や 県 ア ン テ ナ シ ョ ッ プ 等 を 通 じ た認 知 度 向 上 に 取 り 組 む と と も に 、 実 需 者 等 を

対 象 と し た 商 談 会 や 交 流 会 、 産 地 視 察 等を 開 催 し ま す 。  

○  県 は 、 産 地 ス ト ー リ ー を 含 め た 県 産農 林 水 産 物 の 魅 力 を よ り 多 く の 人 に 知 っ て もら

う た め 、 福 島 な ら で は の 様 々 な 取 組 を 目に 見 え る 形 で 表 し 、 そ れ ぞ れ の タ ー ゲ ッ ト に

適 切 に 伝 え る た め 、SNS を は じ め と し た 様 々 な 媒体 を 活 用 し 、わ か り や す く 発 信 す る

こ と で 、 多 く の 消 費 者 や 実 需 者 等 に 「 価値 」 を 共 感 し て も ら え る 環 境 づ く り を 進 め ま

す 。  

○  県 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 は 、 マ ス コミ 各 社 を 通 じ て 、 各 産 地 に お け る 福 島 な ら では

の 取 組 に つ い て 、 テ レ ビ や 新 聞 、 広 報 誌な ど を 活 用 し た 、 効 率 的 な 情 報 発 信 を 行 い ま

す 。  

 

  図 ９  戦 略 的 情 報 発 信 の 取 組 （ 福 島県 農 林 水 産 部 FA 宣 言 ）   
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（ ３ ） 高付加価値化と生産力強化   

 

県 オ リ ジ ナ ル 品 種 や 技 術 の 開 発 ・ 導 入 、各 種 表 示 制 度 等 の 活 用 、 安 全 で 環 境 に 配 慮 し

た 農 林 水 産 物 の 生 産 、 産 地 の 生 産 拡 大 と安 定 供 給 体 制 の 確 立 な ど 、 各 取 組 を 産 地 毎 に最

適 な 形 で 組 み 合 わ せ て 推 進 す る こ と で 、県 産 農 林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化 と 生 産 力 強 化を

進 め 、 ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 り ま す 。 

 

ア 県オリジナル品種や各種表示制度等による高付加価値化 

［福島オンリーのモノづくり］ 

 

(ア ) 県 オ リジ ナ ル 品 種 や 技術 の 開 発 ・ 導 入 

 県 オ リ ジ ナ ル 品 種 や 技 術 の 開 発 ・ 導 入に よ り 、 新 た な 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 化 及 び

既 存 産 地 の ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 り 、 県産 農 林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化 を 進 め ま す 。 

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 本 県 の 主 要 な 農 林 水 産 物 に つい て 、 消 費 者 等 の 消 費 動 向 や 販 売 関 係 者 の 評

価 ・ 要 望 な ど の 調 査 結 果 を 基 に 、 市 場 ニー ズ に 対 応 し た 県 オ リ ジ ナ ル 品 種 や 技 術 の

開 発 、 家 畜 の 優 良 系 統 の 造 成 等 に 、 関 係団 体 等 と 調 整 を 図 り な が ら 計 画 的 に 取 り 組

み ま す 。 

○  県 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 等 に お いて 、 オ リ ジ ナ ル 品 種 等 の 開 発 の 進 捗 を 見 据 え

な が ら 、 効 果 的 な オ リ ジ ナ ル 品 種 の デ ビュ ー 、 普 及 拡 大 に 必 要 な 生 産 基 盤 ・ 体 制 の

整 備 、流 通 業 者・消 費 者 に 向 け た 広 報・PR 等 な ど 、発 表 か ら生 産 、販 売 ま で の 一 体

的 な 戦 略 を 検 討 ・ 調 整 す る と と も に 、 県 ・ 市 町 村 ・ 関 係 団 体 が 連 携 を 図 り な が ら 、

各 産 地 に お い て 戦 略 を 展 開 し ま す 。  

 

図 10 水 稲 オリ ジ ナ ル 品 種「 福 ､笑 い 」 によ る 高 付 加 価値 化 の 事 例  
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  (イ ) 地理 的 表 示 （ GI） 保護 制 度 や 地 域団 体 商 標 制 度 の 活 用  

本 県 特 有 の 気 候 風 土 や 産 地 の 歴 史 に 下 支 え さ れ 継 承 さ れ て い る 県 産 農 林 水 産 物 に

つ い て 、地 理 的 表 示 （GI）保 護 制 度 及 び 地 域 団 体 商 標 制 度の 登 録 を 促 進 し 、知 的 財 産

の 保 護 と 地 域 産 品 の 評 価 及 び 知 名 度 の 向上 に よ り 、 他 産 地 と の 差 別 化 を 図 り ま す 。 

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

  ○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 と 連 携 し 、 制 度 活 用 の 候 補 と な る 品 目 及 び 産 地 を     

洗 い 出 し 、 産 地 へ 取 組 提 案 を 行 う と と もに 、 申 請 ・ 取 得 促 進 に 向 け た 支 援 を 行 う こ

と で 制 度 の 利 用 を 促 進 し ま す 。  

○  ま た 、 産 地 視 察 ツ ア ー や 量 販 店 フ ェア 等 で PR を 行 う な ど 、 本 制 度 を 活 用 し た 県

産 農 産 物 の 販 売 促 進 に 取 り 組 み ま す 。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

(ウ ) 機 能 性表 示 食 品 制 度 等 の 活 用  

本 県 の 気 候 風 土 に よ っ て 育 ま れ た 、 県産 農 林 水 産 物 の 機 能 性 成 分 の 含 有 量 や う ま み

成 分 を 調 査 ・ 分 析 し 、 優 位 性 が 確 認 さ れた 機 能 性 成 分 等 に つ い て は 、 機 能 性 表 示 食 品

制 度 等 を 活 用 し 、 他 産 地 と の 差 別 化 を 図り ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

  ○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と連 携 し 、 制 度 活 用 の 候 補 と な る 品 目 を 洗 い 出し 、    

産 地 へ の 取 組 提 案 等 を 行 う と と も に 、 関係 団 体 や 試 験 研 究 機 関 等 と 連 携 し な が ら 、

産 地 に お け る 調 査 ・ 分 析 の 取 組 を 支 援 しま す 。  

○  県 は 、 産 地 が 行 う 本 制 度 を 活 用 し た販 売 PR の 取 組 を 支 援 し ま す 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 県 内 の 取 得 実 績 】（ 令 和 ４ 年 ７ 月 現 在 ）  

▷  地 理 的 表 示 （ GI） 保 護 制 度   

 南 郷 ト マ ト 、 阿 久 津 曲 が り ね ぎ 、 川 俣 シ ャ モ  

▷  地 域 団 体 商 標 制 度   

 南 郷 ト マ ト 、 会 津 田 島 ア ス パ ラ 、 奥 会 津 金 山 赤 カ ボ チ ャ 、 伊 達 の あ ん ぽ 柿  

 

【 全 国 の 生 鮮 食 品 に お け る 機 能 性 表 示 の 取 組 事 例 】  

・  米 、 ミ ニ ト マ ト の GABA（ 血 圧 低 下 ）  

・  ト マ ト の リ コ ピ ン （ 血 中 LDL コ レ ス テ ロ ー ル の 低 下 ）  

・  ホ ウ レ ン ソ ウ の ル テ イ ン （ 網 膜 の 加 齢 黄 斑 変 性 の 予 防 効 果 ）  

・  ナ ス の コ リ ン エ ス テ ル （ 血 圧 改 善 効 果 ）  

・  も や し の 大 豆 イ ソ フ ラ ボ ン （ 骨 密 度 低 下 抑 制 作 用 効 果 ）  

・  リ ン ゴ の プ ロ シ ア ニ ジ ン （ 内 臓 脂 肪 の 低 減 効 果 ）  

・  魚 の DHA・ EPA（ 中 性 脂 肪 の 低 下 ）  

・  鶏 の ア ン セ リ ン 、 カ ル ノ シ ン （ 近 時 記 憶 の サ ポ ー ト 機 能 ）  
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イ 安全で環境に配慮した生産による高付加価値化 

［福島だからこそのストーリーづくり］ 

 

(ア ) GAP 認 証 取 得 農 産 物 

震 災 を 経 験し た 本 県 で は 、 安 全 と 品 質 の 太 鼓判 で あ る 第 三 者 認 証 GAP の 認 証 取

得 日 本 一 を 目 指 し 取 り 組 ん で い る と こ ろで あ り 、 さ ら な る 認 証 取 得 の 拡 大 を 図 り な

が ら 、流通 関 係 者 や 実需 者 へ の ア プロ ー チ に よ り「 福 島 の GAP 品 」と し て 優 先 的 な

取 引 環 境 の 構 築 に 努 め「 GAP と い え ば 福 島 県 」と い う 産 地 イ メ ー ジ の 醸 成 を 図 り ま

す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、関 係 団体 等 と 連 携 の 上 、GAP 認 証 農 場 で 生 産 さ れ た 農 産 物 を 主 体 的 に 取

り 扱 う 流 通 業 者 や 量 販 店 、実 需 者 等 との マ ッ チ ン グを 進 め 、県 産 GAP 認 証 取 得 農

産 物 の 流 通 ・ 消 費 拡 大 に つ な げ ま す 。 

 

(イ ) 有 機 農産 物  

震 災 以 前 は 、 本 県 の 有 機 農 業 の 取 組 は 全国 で も ト ッ プ ク ラ ス で し た が 、 震 災 後 は

生 産 者 数 及 び 面 積 が 大 き く 減 少 し ま し た。 全 国 的 な 食 の 安 全 ・ 安 心 へ の 関 心 の 高 ま

り に 加 え 、 環 境 負 荷 低 減 へ の 取 組 が 強 く求 め ら れ る 中 、 本 県 の特 ⾧ で あ っ た 有 機 農

業 に つ い て 、 か つ て の 状 況 を 取 り 戻 す こと は も と よ り 、 震 災 前 を 超 え る よ う 取 組 拡

大 に よ り 高 付 加 価 値 化 を 進 め ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 有 機 農 業 者 の 組 織 化 を 一 層 促進 し 、 各 地 域 に お い て 生 産 さ れ る 多 種 多 様

な 有 機 農 産 物 の 生 産 ロ ッ ト の 拡 大 を 図 ると と も に 、 有 機 農 産 物 を 主 体 的 に 取 り 扱

う 流 通 業 者 や 量 販 店 、実 需 者 等 と のマ ッ チ ン グ を 支援 し 、県 産 有機 農 産 物 の 流 通・

消 費 拡 大 に つ な げ ま す 。  

 

  (ウ ) 特別 栽 培 農 産 物 

特 別 栽 培 は 、 土 地 利 用 型 作 物 な ど 環 境 負荷 の 低 減 を よ り 広 く 進 め る こ と が 期 待 で

き る こ と か ら 、 広 域 的 な 取 組 を 推 進 す るこ と で 安 全 で 環 境 に 配 慮 し た 生 産 に よ る 高

付 加 価 値 化 を 進 め ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、既 に 特 別栽 培 に 取 り 組 んで い る 産 地 に お い て は 、継 続 的 な 取 組を 支 援 す

る と と も に 、県オ リ ジ ナ ル 品種 の 導 入 時 に 栽培 条 件 と し て位 置 づ け る こ とを 検 討

す る ほ か、県 オリ ジ ナ ル 品 種導 入 後 に 付 加 価値 を 更 に 高 める 取 組 の ひ と つと し て

推 進 を 図 り ま す 。  

 

(エ ) 森 林 認証 等 取 得 木 材 

 森 林 認 証 は 、 環 境 へ の 配 慮 を 意 識 す る企 業 や 消 費 者 等 の 関 心 が 高 い こ と か ら 、 森

林 環 境 の 適 正 な 保 全 や 持 続 可 能 な 社 会 づく り の 取 り 組 み を 示 す 、 当 該 認 証 取 得 を 推

進 し ま す 。  
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 【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、制 度 に 取 り 組 む 事 業 者 等に 対 し 森 林 認 証（ FSC、SGEC 等 ）の 取 得 を 支 援

す る ほ か 、 県 産 林 産 材 や 県 産 材 製 品 に つい て 認 証 を 活 用 し た PR を 推 進 する と と

も に 、品質 や 性 能 が 明確 な JAS 認 証 材 の 普 及 推 進 に 努 め、県 産 材 の 消 費 拡 大 に つ

な げ ま す 。  

 

(オ ) 水 産 エコ ラ ベ ル 認 証 水産 物  

水 産 資 源 の 持 続 的 利 用 に 関 し て は 国 際 的な 関 心 が 高 い こ と か ら 、 資 源 管 理 や 環 境

配 慮 の 取 組 を 示 す 水 産 エ コ ラ ベ ル の 認 証取 得 を 推 進 し ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、水 産 エ コラ ベ ル 認 証 取 得や 維 持 の ほ か 、認 証 水産 物 の 流 通 に つい て 支 援

を 行 い 、関 係 団 体 等 と の 連 携 を 図 り な がら 、県 産 水 産 物 の 流 通・消 費 拡 大 に つ な

げ ま す 。 

○  ま た、上 記 の 取 組 に 加 え 、高 鮮 度 保 持な ど の 高 付 加 価 値 化 も 図 り な が ら「 常 磐

も の 」 と し て 評 価 の 高 い 県 産 水 産 物 の 流通 ・ 消 費 拡 大 を 支 援 し ま す 。  
 

【 各 認 証 制 度 の 概 要 と 認 証 マ ー ク 】   

ふ く し ま 県 GAP（ FGAP） 認 証 制 度   
GAP（ 農 業 生 産 工 程 管 理 ） と は 、 食 品 の 安 全 確 保 を 始 め 、 環 境 保 全 、 労 働 安 全 な ど の

観 点 か ら 、適 切 に 農 業 生 産 を 実 施 す る た め の 管 理 ポ イ ン ト を 整 理 し 、そ れ を 記 録 、検

証 し て よ り 良 い 農 業 を 実 践 す る た め の 手 法 の こ と 。  

FGAP は 、放 射 性 物 質 対 策 を 含 め た 本 県 独 自 の 基 準 に 基 づ き 、GAP を 実 践 す る 生 産 者 、

団 体 を 県 が 認 証 す る 制 度 。  

有 機 JAS 制 度  
 有 機 JAS 制 度 と は 、JAS 法 に 基 づ き「 有 機 JAS」に 適 合 し た 生 産 が 行 わ れ て い る 事 を

第 三 者 機 関 が 検 査 し 、 認 証 さ れ た 事 業 者 に 「 有 機 JAS マ ー ク 」 の 使 用 を 認 め る 制 度 。

な お 、有 機 JAS と は 、コ ー デ ッ ク ス（ 食 品 の 国 際 規 格 を 定 め る 機 関 ）の ガ イ ド ラ イ ン

に 準 拠 し 、農 畜 産 業 に 由 来 す る 環 境 へ の 負 荷 を 低 減 し た 持 続 可 能 な 生 産 方 式 の 基 準 を

規 定 し た も の で あ り 、有 機 農 産 物 に あ っ て は 、堆 肥 等 で 土 づ く り を 行 い 、化 学 合 成 さ

れ た 肥 料・農 薬 の 不 使 用 、遺 伝 子 組 換 え 技 術 の 使 用 禁 止 を 基 本 と し た 栽 培 方 法 を 指 す 。 

福 島 県 特 別 栽 培 農 産 物   

特 別 栽 培 農 産 物 と は 、地 域 の 慣 行 レ ベ ル（ 各 地 域 の 慣 行 的 に 行 わ れ て い る 節 減 対 象 農

薬 及 び 化 学 肥 料 の 使 用 状 況 ）に 比 べ て 、節 減 対 象 農 薬 の 使 用 回 数 が 50％ 以 下 、化 学 肥

料 の 窒 素 成 分 量 が 50％ 以 下 、で 栽 培 さ れ た 農 産 物 を 認 証 す る 制 度 。国 が 定 め る「 特 別

栽 培 農 産 物 に か か る 表 示 ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ き 県 が 認 証 制 度 設 立 。  

森 林 認 証 制 度  
 森 林 認 証 と は 、認 証 機 関 が 一 定 の 基 準 等 に 基 づ き 、適 切 な 森 林 経 営 や 持 続 可 能 な 森 林

経 営 が 行 わ れ て い る 森 林 又 は 経 営 組 織 な ど を 審 査・認 証 し 、そ れ ら の 森 林 か ら 生 産 さ

れ た 木 材 ・ 木 材 製 品 を 分 別 し 表 示・ 管 理 す る こ と に よ り 、消 費 者 の 選 択 的 な 購 入 を 通

じ て 、持 続 可 能 な 森 林 管 理 を 支 援 す る 取 組 。認 証 管 理 団 体 に よ り 、FSC や SGEC な ど

の 認 証 制 度 が あ る 。  

水 産 エ コ ラ ベ ル 認 証   
水 産 エ コ ラ ベ ル と は 、 水 産 資 源 の 持 続 性 等 に 配 慮 し た 方 法 で 漁 獲 ・ 生 産 さ れ た 水 産

物 に 対 し て 、 消 費 者 が 選 択 的 に 購 入 で き る よ う に ラ ベ ル を 貼 付 す る 認 証 ス キ ー ム 。

右 記 は 、 一 般 社 団 法 人 マ リ ン ・ エ コ ラ ベ ル ・ ジ ャ パ ン 協 議 会 が 運 営 ・ 認 証 す る 、 国

際 的 な 基 準 に 沿 っ た 水 産 エ コ ラ ベ ル の 一 つ 。  
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ウ 産地の生産力強化と安定供給体制の確立  

［市場から選ばれる産地づくり］ 

 

 定 時・定 量・定 質 に よ る 生 産 体 制を 構 築 す る な ど、県 産 農 林 水 産 物 の 優 位 性 を 高 め、

市 場 か ら 選 択 さ れ る 産 地 づ く り を 進 め ます 。  

 

 【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と 連 携を 図 り な が ら 、 各 地 域 に お い て 、 ス ケ ー ル メ

リ ッ ト を 生 か し た 安 定 生 産 ・ 販 売 が 可 能な 生 産 拠 点 の 育 成 な ど 、 生 産 力 の 強 化 と 安

定 的 に 供 給 で き る 産 地 づ く り を 推 進 し ます 。  

○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と の 連携 を 図 り な が ら 、 各 産 地 に お け る 出 荷 期 間 の

拡 大 な ど 、 市 場 ニ ー ズ に 対 応 し た 生 産 体制 の 構 築 に 必 要 な 栽 培 施 設 や 適 正 品 種 の 導

入 を 推 進 し ま す 。  

○  ま た 、 本 県 の ３ 地 方 ７ 地 域 の 特 色 を生 か し 、 同 一 品 目 を 産 地 リ レ ー す る な ど 、 ⾧

期 間 に 渡 り 安 定 的 に 出 荷 で き る 体 制 づ くり を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 

図 11 取 組 のイ メ ー ジ  
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５ その他関連する取組 

 

「 ４  福 島 な ら で は の 取 組 」 に 対 す る 認知 度 や 共 感 を 、 県 内 外 や 海 外 に 向 け て 一 層 拡大

す る た め 、 県 は 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と連 携 を 図 り な が ら 以 下 の 取 組 を 推 進 し ま す 。 

 

（ １ ）  地 域 産 業 ６ 次 化   

県 産 農 林 水 産 物 の 魅 力 を 活 か し 、 地 域 資源 の 有 効 活 用 に つ な が る 地 域 産 業 ６ 次 化 の 取

組 を 推 進 し ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 ６ 次 化 商 品 の 売 れ る 商 品 づ くり を 進 め る と と も に 、 県 ６ 次 化 商 品 統 一 ブ ラ

ン ド で あ る 「 ふ く し ま 満 天 堂 」 へ の 登 録に よ り 、 更 な る 高 付 加 価 値 化 や 販 売 Ｐ Ｒ 等

を 推 進 し ま す 。  

○  県 は 、 活 力 あ る 農 山 漁 村 づ く り に 向け た 地 域 資 源 の 活 用 や 都 市 住 民 等 と の 連 携 な

ど 地 域 が 主 体 的 に 行 う 取 組 の 支 援 を 通 じて 、 そ の 地 域 で 生 産 さ れ た 県 産 農 林 水 産 物

や ６ 次 化 商 品 の 魅 力 を 発 信 し ま す 。  

 

（ ２ ）  地 産 地 消  

地 域 に 根 付 い た 農 林 水 産 物 の 生 産 を ベ ース に 、県 産 農 林 水 産物 の 魅 力 発 信に つ な が る

地 産 地 消 の 取 組 を 推 進 し ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 関 係 団 体 や 販 売 店 等 と 連 携 して 各 種 販 売 キ ャ ン ペ ー ン を 開 催 し 、 県 民 が 県

産 農 林 水 産 物 の 魅 力 に 触 れ る 機 会 を 創 出す る こ と で 、 県 民 自ら が 県 産 農 林水 産 物 の

魅 力 と 福 島 な ら で は の 取 組 を 理 解 し 、 広く 発 信 す る こ と に つ な げ て い き ま す 。  

 

（ ３ ）  輸 出 拡 大   

国 内 外 に お け る 県 産 農 林 水 産 物 の 評 価 を高 め る こ と を 目 指 し 、 産 地 に お け る 輸 出 の 取

組 を 推 進 し ま す 。  

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 輸 出 拡 大 に 向 け た 補 助 制 度 等に よ り 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と 連 携 し な が

ら 海 外 の ニ ー ズ に 対 応 し た 検 疫 ・ 出 荷 体制 整 備 等 を 支 援 し 、 県 産 農 林 水 産 物 の 輸 出

拡 大 を 図 り ま す 。  

○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と 連 携し 、 県 産 農 林 水 産 物 の 安 全 性 や 魅 力 等 に 関 す

る 情 報 発 信 を 継 続 し 、 今 も 残 る 海 外 の 輸入 規 制 措 置 の 完 全 撤 廃 を 目 指 し ま す 。  

 

（ ４ ）  EC サ イ ト 等 の 活 用  

  流 通 や 消 費 形 態 の 多 様 化 に 対 応 し 、オン ラ イ ン を 通 じ た 販 売 活 動 の 取 組 を 推 進 しま す 。 

【 具 体 的 な 取 組 内 容 】  

○  県 は 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 等 と 連 携し 、 生 産 者 や 生 産 者 団 体 の EC サ イ ト 等 を活

用 し た 販 売 拡 大 や 魅 力 発 信 の 取 組 を 支 援し ま す 。  


